
　クリクリのお目目にプニプニのボディ、チラッ
と見えるオムツがキュートな珠理ちゃん。日本
人の父・秀夫さんとフィリピン人の母・ジャニ
スさんのあいだに産まれたハーフの女の子で
す。穏やかで人見知りもせず、４月から通い
始めた幼稚園にも元気に登園しています。
　家庭では、日本語と英語が飛び交う中屋
家。国際結婚をした友人家族と集まる時は、子
ども達もみんな英語を話しているそうです。珠
理ちゃんもすぐに話せるようになるのかな～♪  
「国際化が進む時代だから、インターナショナ
ルな仕事をしてくれたらいいな。でも、健康で
みんなに愛される人になってくれたらそれが一
番」とご両親は珠理ちゃんの健やかな成長を
願っています。

父の思いを守っていきたい
小松 都亮さん（49）

日本とフィリピンのハーフなの ♪
中屋 珠理ちゃん 　（１歳６ヶ月）

じゅ   り

さて、次は何を作ろうかしら？
有澤 淑江さん（86）

　10年前に亡くなった父・博亮さんは、教師をしな
がら安田町中山でユズや野菜を栽培していました。
博亮さんが地域農業の今後を案じていたことがずっ
と気になっていた都亮さん。安芸市役所農林課で
働いている時に農業の魅力に触れ、父の思いに気
づかされたことで、47歳の時に早期退職して就農し
ました。
　現在は、地域の人にお世話をしてもらっていた父
の園地を引き取り、有機栽培に準ずる栽培方法で
ユズ30アールを育てています。中山支部以外の柚
子部講習会などへも積極的に出向き、周りの先輩
農家から学んでいます。今後は栽植密度を上げて
収量を増やし、さらに園地を引き取って50アールま
で増やす予定です。「父の思いを大切に守っていき
たい」と受け継いだ思いを未来へ繋ぎます。

中山事務所
管内より

室戸支所管
内より赤野出張所管内より

東川事業所管内より

お散歩はボクがリードするよ！
かんくん（11）
飼い主：小笠原 泰郎さん

　お客さんが来たら、「遊ぼうよ～♪ 」と言わんば
かりに尻尾を振って駆け寄って行くかんくん。寒い時
期に小笠原家にやってきたから、“かん”と名付けま
した。
　吠えることも滅多に無く、優しくて大人しい性格で
す。「誰が来ても喜んで寄って行くから、番犬にはな
らないかな」と泰郎さん。近所の人や家族とのお散
歩が何よりも好きで、グングンと引っ張って行ってく
れるそうです。家の曲がり角へ来ると、シュンと悲し
そうな顔するんだって。その姿を想像しただけで、か
わいいですね～ ！

　家の離れにある淑江さんアトリエには、丁寧に縫
製された手作りのバックやポーチ、洋服などがたくさ
ん並んでいます。母親も嫁入り道具に足踏みミシン
を持ってくるほどの裁縫好きで、淑江さんも洋裁学
校で学びました。郵便局員時代も、毎晩アトリエで
の時間が大切なひと時でした。
　多くの作品は、スカートやジーンズ、帯、手ぬぐ
いなどのリメイクです。ネクタイをリメイクしたバッグ
やこたつ布団は、とってもお洒落 ！  昨年は、１年
間で164点も作ったそうです。作品は売らずに、全
てあげています。「買うよりも、貰った方が気持ちが
こもっているでしょ」とみんなが愛用してくれている
ことが喜びです。
　「さて、次は何を作ろうかしら？ 」淑江さんの頭の
中は、もう次の作品作りに向かっています。

くに すけ





　

ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
で
は
天
敵
防
除
の
普
及

に
よ
り
以
前
ほ
ど
の
被
害
は
見
ら
れ
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て

ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
食
害
に
よ
る

品
質
、
収
量
の
低
下
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
（
写
真
１
）。

　

ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
は
生
育
初
期

の
９
月
か
ら
密
度
が
高
ま
り
10
月
ご
ろ
に

ピ
ー
ク
を
迎
え
、
気
温
の
低
下
と
と
も
に
減

少
し
ま
す
。

◆
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
の
防
除
方
法

１ 

ハ
ウ
ス
内
に
侵
入
し
に
く
い
環
境
づ
く
り

　

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
は
ハ
ウ
ス
周
辺
の
雑
草
な

ど
で
生
活
し
、
生
育
初
期
か
ら
ハ
ウ
ス
内
に

侵
入
し
て
来
ま
す
。
対
策
と
し
て
育
苗
床

お
よ
び
本
ぽ
周
辺
の
雑
草
を
除
去
す
る
こ

と
で
、
ハ
ウ
ス
へ
の
侵
入
を
抑
制
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ウ
ス
の
サ
イ
ド
や

入
口
周
辺
に
0.4
㎜
目
の
防
虫
ネ
ッ
ト
、
天
窓

下
に
は
0.8
㎜
目
以
下
の
防
虫
ネ
ッ
ト
（
写
真

２
）
を
張
る
の
も
有
効
な
手
段
で
す
。

２ 

天
敵
・
薬
剤
を
用
い
た
早
期
防
除

　

定
植
時
の
粒
剤
や
天
敵
へ
の
影
響
日
数

が
短
い
薬
剤
に
よ
る
初
期
防
除
を
行
い
、

天
敵
へ
の
影
響
日
数
が
経
過
し
た
後
に
ス
ワ

ル
ス
キ
ー
カ
ブ
リ
ダ
ニ
、
タ
バ
コ
カ
ス
ミ
カ
メ

等
の
天
敵
を
放
飼
し
ま
し
ょ
う
。
天
敵
を

ハ
ウ
ス
内
に
定
着
さ
せ
る
た
め
に
、
放
飼
後

２
週
間
は
で
き
る
だ
け
薬
剤
散
布
を
控
え

て
く
だ
さ
い
。
天
敵
の
定
着
後
は
、
天
敵
へ

の
影
響
の
少
な
い
薬
剤
を
選
択
し
、
ア
ザ

安芸地区版

安
芸
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
０
８
８
７‐３
４‐０
１
３
８

振
興
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り　
　

台
風
対
策

　

台
風
前
に
は
、
暴
風
に
よ
る
倒
伏
や
茎

葉
の
す
れ
等
に
よ
る
損
傷
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
杭
の
補
強

や
マ
イ
カ
ー
線
等

を
２
〜
３
段
張
る

な
ど
の
防
風
対

策
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

　

台
風
通
過
後
、

潮
害
の
発
生
が

懸
念
さ
れ
る
圃
場
で
は
、
速
や
か
に
き
れ
い

な
水
で
塩
分
を
洗
い
流
し
ま
し
ょ
う
。

　

暴
風
雨
に
よ
る
茎
葉
の
損
傷
、
果
莢
の

ス
レ
に
よ
る
品
質
低
下
を
改
善
し
て
い
く

た
め
、
倒
伏
し
た
も
の
は
早
く
引
き
起
こ

し
、
樹
高
に
あ
わ
せ
て
マ
イ
カ
ー
線
を
修

繕
し
ま
す
。

　

冠
水
し
た
圃
場
で
は
排
水
を
行
う
と
と

も
に
、
ジ
ー
フ
ァ
イ
ン
水
和
剤
（
１
０
０
０

倍
）
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

　

天
候
回
復
後
は
、
病
害
発
生
を
予
防

す
る
と
と
も
に
、
草
勢
の
低
下
が
予
想
さ

れ
る
場
合
は
、
メ
リ
ッ
ト
（
青
）
３
０
０
〜

５
０
０
倍
液
な
ど
の
葉
面
散
布
剤
を
散
布

し
草
勢
の
回
復
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
ス
レ
果
は
圃
場
で
目
視
・
荒
選
果
し

て
除
外
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

オ
ク
ラ

７
月
の
栽
培
管
理

　

台
風
は
オ
ク
ラ
に
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
す
。
し
っ
か
り
対
策
を

し
て
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

ま
し
ょ
う
。

安芸営農経済センター
営農指導課
中芸ブロック
開　賢一

灌
水

　

晴
天
日
が
続
く
時
に
は
灌
水
を
行
い
ま

す
。
高
温
期
に
は
灌
水
し
た
水
が
高
温
に

な
り
、
根
痛
み
の
原
因
と
な
る
事
が
あ
る

の
で
夕
方
行
い
ま
し
ょ
う
。

追
肥

　

栽
培
暦
を
参
考
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
肥

体
系
に
沿
っ
て
草
勢
に
応
じ
た
追
肥
を
施

し
ま
し
ょ
う
。

病
害
虫
防
除

　

害
虫
で
は
、
オ
オ
タ
バ
コ
ガ
や
ヨ
ト
ウ
ム

シ
類
が
多
発
し
な
い
よ
う
早
め
に
薬
剤
防

除
（
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
顆
粒
水
和
剤
（
２
０
０

０
〜
４
０
０
０
倍
）、
プ
レ
オ
フ
ロ
ア
ブ
ル

（
１
０
０
０
倍
）
な
ど
）
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
の
害
虫
の
発
生
に
も
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　

病
害
で
は
、
う
ど
ん
こ
病
や
黒
斑
病
の

発
生
に
注
意
し
、
定
期
的
な
薬
剤
散
布
に

よ
る
予
防
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
出

荷
後
に
腐
敗
の
原
因
と
な
る
黒
斑
病
の
薬

剤
防
除
（
ト
リ
フ
ミ
ン
水
和
剤
（
５
０
０

０
倍
）
な
ど
）
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

カ
ン
キ
ツ
は
隔
年
結
果
の
起
こ
り

や
す
い
作
物
で
す
。
摘
果
を
実
施

し
、
隔
年
結
果
の
軽
減
や
品
質
の

向
上
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

【
摘
果
】
摘
果
の
目
的
は
①
花
芽
着

生
を
安
定
さ
せ
隔
年
結
果
を
防
止 

②

果
実
肥
大
の
適
正
化
、
品
質
の
向
上 

③
収
穫
や
選
果
労
力
の
節
減 

④
樹
勢

の
回
復
や
幼
木
の
樹
冠
拡
大
等
が
あ
り

ま
す
。
摘
果
の
時
期
は
、
果
実
の
二
次

生
理
落
果
が
終
了
す
る
７
月
下
旬
〜
８

月
上
旬
頃
に
肥
大
促
進
の
た
め
荒

摘
果
を
行
な
い
、
８
月
下
旬
頃
か
ら
品

質
向
上
の
た
め
仕
上
げ
摘
果
を
行
な
い

ま
す
。

　

摘
果
は
病
害
虫
の
被
害
果
や
奇
形

果
、
風
傷
果
や
小
玉
果
、
成
り
過
ぎ

た
果
実
等
を
中
心
に
行
な
い
ま
す
。
種

類
、
品
種
、
台
木
等
に
よ
り
異
な
り
ま

す
が
、
温
州
み
か
ん
で
は
、
葉
果
比

（
果
実
１
個
あ
た
り
の
葉
の
枚
数
）
25

枚
程
度
、
ポ
ン
カ
ン
、
ユ
ズ
、
土
佐
ぶ

ん
た
ん
な
ど
で
は
葉
果
比
１
０
０
枚
前

後
を
目
安
と
し
ま
す
。
幼
木
で
は
多

く
着
果
さ
せ
る
と
樹
の
発
育
伸
長
が
鈍

く
な
る
の
で
、
早
め
に
摘
果
を
行
な

い
、
樹
冠
の
拡
大
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
病
害
虫
防
除
】
梅
雨
時
期
は
曇
天
の

日
が
続
き
温
度
と
湿
度
が
高
い
た
め
、

病
気
が
発
生
し
易
い
状
況
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
梅
雨
明
け
後
は
、
土
壌
の
過
乾

燥
と
ダ
ニ
類
や
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
等
の

害
虫
の
発
生
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

「
黒
点
病
対
策
」

○
薬
剤
防
除
・
枯
れ
枝
の
除
去

　

ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
水
和
剤
等

※
収
穫
前
日
数
に
注
意
（
ジ
マ
ン
ダ
イ

セ
ン
は
収
穫
90
日
前
ま
で
）

○
ダ
ニ
類
防
除

　

ダ
ニ
ゲ
ッ
タ
ー
フ
ロ
ア
ブ
ル
等

  

（
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ
・
サ
ビ
ダ
ニ
同
時
防
除
）

※
ダ
ニ
類
防
除
は
た
っ
ぷ
り
と
ム
ラ
な
く

薬
剤
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

【
乾
燥
対
策
】
梅
雨
明
け
後
の
乾
燥
期

を
迎
え
る
ま
で
に
、
敷
き
草
や
敷
き
わ

ら
を
行
な
い
、
土
壌
の
乾
燥
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
晴
天
が
10
日
間
以
上

続
く
と
き
は
、
潅
水
な
ど
の
対
策
を
行

な
い
ま
し
ょ
う
。

※
防
除
等
の
作
業
は
で
き
る
だ
け
、
午

前
中
の
涼
し
い
時
間
帯
に
行
い
、
水
分

の
補
給
を
し
っ
か
り
と
行
い
な
が
ら
熱
中

症
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

カ
ン
キ
ツ

安芸営農経済センター
営農指導課
山影　学

摘
果
・
病
害
虫
防
除

山
﨑　

貴
史

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
な
ど
の
害
虫
防
除

ミ
ウ
マ
類
の
密
度
を
上
げ
な
い
よ
う
防
除

し
ま
し
ょ
う
。

【
注
意
】  

チ
ャ
ノ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
は
ミ

ナ
ミ
キ
イ
ロ
よ
り
も
や
や
小
型
で
動
き
が
早

く
、
よ
り
低
密
度
で
も
成
長
点
や
果
実
に

被
害
が
発
生
し
ま
す
。
天
敵
に
よ
る
防
除

は
難
し
い
た
め
、
ナ
ス
・
ピ
ー
マ
ン
と
も
被

害
が
確
認
さ
れ
た
ら
早
期
に
薬
剤
散
布
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
は
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
の
幼
虫
に
よ
る

被
害
も
多
く
発
生
し
ま
し
た
（
写
真
３
）。

幼
虫
の
発
生
は
８
〜
10
月
に
ピ
ー
ク
を
迎

え
、
薬
剤
抵
抗
性
の
発
達
に
よ
り
、
近
年

防
除
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

◆
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
の
防
除
方
法

　

幼
虫
の
発
生
を
抑
え
る
た
め
に
は
、
ほ

場
内
へ
成
虫
の
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
が
重
要
で

す
。
防
虫
ネ
ッ
ト
の
使
用
を
是
非
検
討
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ほ
場
内
に
発
生
が
見
ら
れ
た
場
合
、
薬

剤
に
よ
る
早
期
防
除
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
は
老
齢
幼
虫
に
対
す
る
薬

剤
の
防
除
効
果
が
劣
る
た
め
、
若
齢
時
に
防

除
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
若
齢

幼
虫
時
に
は
、
葉
裏
に
群
棲
す
る
特
徴
が

あ
る
た
め
、
発
生
時
期
に
は
微
細
な
食
害
に

注
意
す
る
と
と
も
に
、
葉
裏
に
幼
虫
が
い
な

い
か
を
こ
ま
め
に
観
察
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
成
虫
の
交
尾
を
阻
害
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
幼
虫
の
発
生
を
抑
え
る
、
交
信

攪
乱
剤
も
有
効
で
す
。

　

詳
し
く
は
「
令
和
２
園
芸
年
度
ハ
ウ
ス
野

菜
栽
培
管
理
こ
よ
み
」
に
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
防
除
方
法
を
組
み
合
わ

せ
て
、
発
生
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

ソルゴーで囲んだオクラ圃場
（障壁作物として生育させる事で暴風対策にも）

写真１　ミナミキイロアザミウマの食害痕

写真２
サイドへの防虫ネット設置例

写真３
生育初期のハスモンヨトウによる食害
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▼
結
果
が
出
て
も
気
を
抜
か
ず
常
に
危
機
感
を

持
つ
こ
と
が
、
次
に
繋
が
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。
営
農
指
導
員
の
生
産
者
さ
ん
と
向
き

合
う
姿
勢
も
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

香
美
地
区
園
芸
部
西
瓜
部
会
の
皆
様
と
営

農
指
導
員
の
努
力
の
積
み
重
ね
に
よ
り
ブ
ラ

ン
ド
化
さ
れ
た
、
ル
ナ
ピ
エ
ナ
誕
生
の
歴
史

に
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。
何
事
も
諦
め
ず

に
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
心

に
刻
み
ま
し
た
。

  （
田
野
支
所
・
68
歳
）

▼
野
菜
と
冷
凍
が
相
性
い
い
な
ん
て
、
び
っ
く

り
で
し
た
！  

冷
凍
技
術
を
活
用
し
て
、
高

知
野
菜
を
よ
り
美
味
し
く
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

野
菜
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
た
時
は
、
冷
凍

保
存
術
が
い
か
せ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
実
行

し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
室
戸
支
所
・
66
歳
）

▼
外
出
自
粛
中
の
み
な
さ
ん
の
癒
し
に
な
れ

ば
と
、
花
桃
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
私
も
、
茶

畑
と
花
桃
の
コ
ラ
ボ
を
見
て
み
た
い
で
す
！ 

今
年
は
外
出
自
粛
で
ど
こ
に
も
行
け
な
か
っ

た
の
で
、
来
年
仁
淀
川
地
区
の
花
桃
を
見

に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
安
田
支
所
・
50
歳
）

▼
ほ
場
に
ガ
イ
ミ
ア
リ
リ
ー
が
何
本
も
そ
そ

り
立
つ
姿
は
、
圧
巻
で
し
た
！  

芸
西
村
に

知
り
合
い
の
方
が
お
い
で
た
ら
、
聞
い
て
み

て
く
だ
さ
い
。

花
の
大
き
さ
は
40
〜
60
㎝
、
咲
く
ま
で
に

５
〜
10
年
！  

ガ
イ
ミ
ア
リ
リ
ー
を
一
度
見
て

見
た
い
！

（
あ
き
東
支
所
・
65
歳
）

世
界
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
！  

で
す

が
、
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
中
に
娘
と
２
人
で
編
み

物
に
い
そ
し
み
、
家
中
カ
メ
が
あ
ち
こ
ち
に
。

で
も
、
心
が
ホ
ッ
と
和
み
ま
す
。

（
安
田
支
所
・
58
歳
）

▼
カ
メ
の
編
み
物
を
た
く
さ
ん
作
っ
た
ん
で

す
か
？  

か
わ
い
い
〜
！  

私
は
高
知
の
花
を

飾
っ
て
、
毎
日
癒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
縁
が
切
れ
る
日
を
夢
み

て
い
ま
す
が
、
今
は
我
慢
の
時
で
す
。

（
東
洋
支
所
・
69
歳
）

▼
コ
ロ
ナ
以
前
の
生
活
が
、
今
で
は
夢
の
よ

う
で
す
ね
。一
人
一
人
が
今
だ
か
ら
こ
そ
出
来

る
こ
と
を
見
つ
け
て
、
元
気
に
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
！

広
報
の
つ
ぶ
や
き

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
高
知
が
発
刊
す
る

「
と
さ
の
う
と
」
が
、
６
月
の
40
号
で

終
了
に
な
り
ま
し
た
。「
毎
号
楽
し
み

に
し
て
い
た
か
ら
、
寂
し
い
！
」
と
、

終
了
を
惜
し
む
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
私
自
身
、「
と
さ
の
う

と
」
は
Ｊ
Ａ
を
身
近
に
感
じ
る
き
っ
か

け
、
入
組
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
冊
子

で
し
た
。
県
外
で
暮
ら
し
て
い
た
時

も
、
実
家
か
ら
届
く
荷
物
に
は
、
お
米

と
一
緒
に
「
と
さ
の
う
と
」
が
入
っ
て
い

ま
し
た
。
委
員
を
務
め
た
期
間
は
短

か
っ
た
で
す
が
、
多
く
の
出
会
い
と
学

び
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
「
と
さ
の
う
と
」
か
ら
生
ま
れ
た
全

て
の
出
会
い
が
、
こ
れ
か
ら
も
み
な
さ

ん
の
食
卓
を
、
体
を
、
心
を
、
豊
か
に

し
て
い
く
と
信
じ
て
い
ま
す
。  

（
竹
村
）

いつでも、どこでも、手軽で便利！
JAネットバンクご利用受付中

JAネットバンクのうれしいメリット ！
１．来店不要でどこからでもお気軽に◆残高照会、◆入出
　  金明細照会、◆振込・振替などのサービスがご利用い
　  ただけます。

JAネットバンクとは ？
　JAバンクがご提供するインターネットバンキング。お持ち
のパソコン、スマートフォン、携帯電話からインターネットに
アクセスするだけで各種サービスがご利用いただけます。

２．窓口やATMより振込手数料が安くてお得 ！  同一店舗
　  内のご本人名義間の振替は無料です ！
　  たとえば、３万円以上の振込を他行宛にする場合、
　  →窓口受付は770円ですが、ネットバンクをご利用なら
　  　440円と断然お得 ！
３．深夜、早朝、土日祝もご利用が可能。さらにご利用時
　  間も断然長い。
４．税金・各種料金払込みサービスPay-easy（ペイジー）
　  マークのある請求書・納付書のお支払いが可能です。

＊利用可能時間、利用可能な環境、サービス内容等につ
　いては対応不可の場合もございます。詳細はJAバンクの
　ホームページ、または支所窓口までお問い合わせください。

税務相談日
令和２年８月12日（水）・９月９日（水）

あき支所３階会　　  場 10：00 ～ 16：00時　　  間

安芸地区本部　企画組合員課　0887－34－1515問い合わせ


